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グ
ス
タ
フ
・

フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
生
命
思
想

ー
精
神
物
理
学
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
ー
ー

岩

説。

輝

は

じ

め

に

グ
ス
タ
フ
・
テ
オ
ド

l
ル
・
フ
ェ
ヒ
ナ

1

(
の
ロ
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宮
司
吋
3
0
0
己
O
門
司

2
Fロ
白
吋
乙
∞
O

H

H

∞
∞
吋
)
は
科
学
的
心
理
学
の
生
み
の
親
で
あ
る
。

十
九
世
紀
の
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
科
学
的
心
理
学
の
一
分
野
、
精
神
物
理
学
(
宮
宮
町
。
同
法
一
宮
片
付
)
を
創
始
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
感
覚
を

数
量
化
す
る
手
法
を
導
入
し
、
思
弁
的
な
学
と
さ
れ
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
心
の
学
を
科
学
に
つ
高
め
る
」
こ
と
に
貢
献
し
た
。
フ
ェ
ヒ
ナ
l

の
主
審
『
精
神
物
理
学
原
論
』

G
N
m
S
S芯
弘
司
、
告

s
eを
免
除
)
の
刊
行
年
度
に
ち
な
ん
で
、

一
八
六

O
年
を
科
学
的
心
理
学
の
成
立
年

と
み
な
す
こ
と
が
あ
る
。

一
般
に
フ
ェ
ヒ
ナ

1
は
科
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
は
哲
学
者
・
思
想
家
と
し
て
の
も
う
一
つ
の
顔
が
あ
っ

た
。
彼
は
精
神
物
理
学
周
辺
の
科
学
的
著
作
の
他
に
、
哲
学
・
思
想
・
宗
教
か
ら
死
後
の
生
に
つ
い
て
の
論
考
に
至
る
哲
学
的
・
存
在
論
的

著
作
を
多
数
残
し
て
い
る
。
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そ
れ
ら
科
学
的
著
作
と
哲
学
的
・
存
在
論
的
著
作
と
は
瓦
い
に
独
立
無
関
係
に
展
開
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
両
者
は

フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
中
で
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
フ
ェ
ヒ
ナ
!
が
科
学
的
心
理
学
を
興
し
た
の
は
哲
学
的
動
機
に
導
か
れ

て
の
こ
と
で
あ
り
、
科
学
的
心
理
学
の
金
字
塔
『
精
神
物
理
学
原
論
』
も
フ
ェ
ヒ
ナ
1
に
と
っ
て
み
れ
ば
「
あ
く
ま
で
哲
学
的
根
本
思
想
を

〈

2
〉

基
礎
づ
け
る
た
め
の
方
法
論
で
し
か
な
か
っ
た
」
。
だ
が
、
「
皮
肉
に
も
そ
の
根
本
思
想
の
方
は
無
視
さ
れ
て
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
方
法
論
だ
け

(BV 

つ
ま
り
科
学
的
心
理
学
を
成
立
さ
せ
た
第
一
歩
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
。

が
、
心
理
学
を
哲
学
か
ら
引
き
は
な
し
、
実
験
心
理
学
、

フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
若
か
り
し
頃
に
は
哲
学
的
動
機
に
牽
引
さ
れ
た
科
学
研
究
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
五

O

代
を
却
え
る
一
八
五

O
年
頃
か
ら
状
況
は
変
化
し
、
科
学
者
は
哲
学
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
。
科
学
者
の
仲
間
入
り
を
果

た
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
当
時
の
心
理
研
究
者
た
ち
も
、
こ
の
頃
か
ら
自
分
の
仕
事
の
存
在
論
的
な
意
味
を
語
ら
な
く
な
っ
て
行
く
。

例
外
的
に
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
の
よ
う
に
存
在
論
を
語
っ
た
場
合
は
、
そ
の
仕
事
の
存
在
論
的
主
張
は
無
視
さ
れ
、
存
在
論
を
除
い
て
嬢
小
化
さ
れ

た
純
粋
に
科
学
的
な
側
面
の
み
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
物
理
世
界
と
心
の
世
界
の
関
係
、
あ
る
い
は
身
体
と
精
神
の
関

係
を
解
明
せ
ん
と
す
る
フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
壮
大
な
意
図
の
下
に
生
ま
れ
た
精
神
物
理
学
は
、
い
つ
し
か
後
続
の
精
神
物
理
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

単
な
る
「
刺
激
と
反
応
の
聞
の
数
量
的
関
係
」
を
調
べ
る
学
に
毘
め
ら
れ
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。

今
日
、
科
学
主
義
の
行
き
過
ぎ
に
よ
る
様
々
な
弊
害
が
生
じ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
科
学
に
お
け
る
哲
学
的
・
存
在
論
的
基
盤
の
喪
失

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
度
科
学
に
存
在
論
を
と
り
戻
し
、
理
科
系
的
学
と
文
科
系
的
学
と
が
一
体
化
し
た
総
合
的
な
学
を
打
ち
立
て

る
こ
と
は
今
後
の
わ
れ
わ
れ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
試
み
は
大
い
に
参
考
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
手

始
め
に
、

フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
科
学
的
著
作
と
哲
学
的
・
存
在
論
的
著
作
と
の
関
連
性
を
浮
き
彫
り
に
し
、

一
つ
の
根
本
思
想
が
科
学
と
哲
学
に

分
化
・
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
目
的
は
、
そ
う
し
た
検
証
作
業
を
行
な
う
こ
と
、
お
よ
び
、

フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
生
命
思
想
の
特
徴
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。



フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
哲
学
的
思
索
と
科
学
的
心
理
学

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
史
家
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
著
書
『
実
験
心
理
学
の
腰
史
』
の
中
で
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
生
涯
を
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
生
理
学
者
と
し
て
七
年
(
一
八
一
七
|
一
八
二
四
)
、
物
理
学
者
と
し
て
十
五
年
(
一
八
二
四
|
一
八
三
九
)
、
病
い
の
時
期
十

二
年
(
一
八
三
九
一
八
五
一
)
、
精
神
物
理
学
者
と
し
て
十
四
年
(
一
八
五
一
一
八
六
五
)
、
実
験
美
学
者
と
し
て
十
一
年
(
一
八
六
五

一
八
七
六
)
、
こ
れ
ら
全
期
間
の
う
ち
哲
学
者
だ
っ
た
時
期
が
少
な
く
と
も
四
十
年
三
八
三
六
l
一
八
七
九
)
、
さ
ら
に
、
世
間
の
称
賛
と

批
判
を
う
け
て
精
神
物
理
学
へ
再
び
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
最
晩
年
の
十
一
年
(
一
八
七
六
|
一
八
八
七
〉
、
と
。
ま
た
ボ
ー
リ
ン
グ

は
、
フ
ェ
ヒ
ナ

1
は
偉
大
な
哲
学
者
で
も
偉
大
な
生
理
学
者
で
も
な
か
っ
た
が
、
精
密
な
科
学
的
実
験
を
導
入
し
新
し
い
心
理
学
の
基
礎
奇

〈

7
)

築
い
た
人
物
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
哲
学
に
興
味
を
持
っ
た
時
期
と
精
神
物
理
学
に
従
事
し
た
時
期
と
を
互
い
に
独
立

に
記
載
す
る
こ
う
し
た
区
分
は
、
フ
ェ
ヒ
ナ

I
の
哲
学
と
精
神
物
理
学
と
が
五
い
に
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
は
二
十
世
紀
の
心
理
学
史
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
心
理
学
史
の
大
家
で
あ
る
が
、
そ
の
大
家
が
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
哲

学
に
無
関
心
だ
っ
た
こ
と
が
、
後
続
の
心
理
学
者
た
ち
の
フ
ェ
ヒ
ナ

1
理
解
を
多
か
れ
少
な
か
れ
歪
め
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

実
際
は
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
哲
学
と
精
神
物
理
学
と
が
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
哲
学
的
著
作
と
科
学
的
著
作

を
比
較
・
検
討
す
れ
ば
す
ぐ
に
判
明
す
る
こ
と
な
の
だ
が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
両
者
の
比
較
作
業
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ

の
理
由
の
第
一
は
、
研
究
者
の
専
門
の
細
分
化
に
あ
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
哲
学
と
科
学
が
分
断
・
細
分
化
ち
れ
、
各
々
の
研
究
が
別
々

の
専
門
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
普
通
に
な
っ
た
今
日
、
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
哲
学
的
著
作
と
科
学
的
著
作
の
両
方
を
把
握
し
て
い
る
研
究
者

は
少
な
い
。
理
由
の
第
二
は
原
典
軽
視
に
あ
る
。
可
能
な
限
り
原
典
に
あ
た
る
こ
と
は
研
究
者
と
し
て
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
基
本
中
の
基
本

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想
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四

の
は
ず
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
心
理
学
の
世
界
で
は
長
い
間
、
原
典
確
認
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
る
風
潮
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
例
え

ば
、
フ
ェ
ヒ
ナ
!
と
同
時
代
の
人
物
で
フ
ェ
ヒ
ナ
1
の
学
生
で
も
あ
っ
た
実
験
心
理
学
の
父
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
の
心
理
学
が
曲
解

さ
れ
た
理
由
は
、
心
理
学
者
た
ち
が
ボ
ー
リ
ン
グ
の
『
実
験
心
理
学
の
腰
史
』
の
ヴ
ン
ト
に
関
す
る
解
説
を
原
典
で
読
ま
ず
、
孫
引
き
に
孫

(
8
)
 

引
き
を
重
ね
た
結
果
だ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『
実
験
心
理
学
の
歴
史
』
は
心
理
学
史
書
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
だ
が
、

英
文
の
こ
の
書
す
ら
も
原
典
確
認
さ
れ
ず
に
孫
引
き
で
誤
魔
化
さ
れ
て
さ
れ
て
来
た
の
が
本
当
だ
と
す
れ
ば
、
独
文
を
読
む
研
究
者
の
世
界

的
な
減
少
傾
向
の
中
、
ヴ
ン
ト
や
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
、
ド
イ
ツ
語
原
典
は
な
お
さ
ら
読
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
せ

め
て
英
訳
が
十
分
に
存
在
す
れ
ば
救
い
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
膨
大
な
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
著
書
の
う
ち
英
訳
さ
れ
た
の
は
『
死
後
の
生
に
つ
い
て

の
小
冊
子
』
(
以
下
、
『
死
後
の
生
』
と
略
配
〉
や
『
精
神
物
理
学
原
論
』
な
ど
二
、
一
一
一
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
場

合
、
金
二
巻
の
ド
イ
ツ
語
原
典
の
う
ち
英
訳
さ
れ
た
の
は
第
一
巻
の
み
で
、
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
精
神
物
理
学
の
核
心
を
伝
え
る
内
的
精
神
物
理

学
を
収
録
し
た
第
二
巻
は
今
な
お
独
文
で
し
か
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
結
果
と
し
て
、
心
理
学
者
の
多
く
は
フ
ェ
ヒ
ナ
1
の
哲
学
的
側
商

を
意
に
介
さ
な
い
ボ
ー
リ
ン
グ
の
英
文
解
説
の
み
を
た
よ
り
に
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
哲
学
を
評
価
す
る
芽
を
摘
み

と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
哲
学
と
科
学
の
つ
な
が
り
安
示
す
具
体
的
一
例
と
し
て
、
初
期
の
思
想
書
『
死
後
の
生
』
と
後
年
の
科
学
的
心

理
学
の
代
表
作
『
精
神
物
理
学
原
論
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
ず
る
。

文
献
は
主
と
し
て
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
初
版
(
一
八
六

O
)、
『
死
後
の
生
』
初
版
こ
八
五
六
)
、
お
よ
び
『
死
後
の
生
』
第
二
版

(
一
八
六
六
)
を
用
い
た
。

次
節
以
降
に
お
い
て
、
次
の
順
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
吋
精
神
物
理
学
原
論
』
を
有
名
に
し
た
「
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
法
則
」
の
概
略
に
つ
い

て
述
べ
る
。
「
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
法
則
」
の
科
学
的
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
せ
い
か
『
精
神
物
理
学
原
論
』
は
一
般
に
科
学
的
心
理
学
の
実
験
手
続



き
や
法
則
で
全
編
埋
め
尽
く
さ
れ
た
科
学
書
と
目
さ
れ
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
フ
ェ
ヒ
ナ
1
独
自
の
思
想
的
・
非
自
然
科
学
的
な
記

述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
死
後
の
生
」
や
「
神
」
と
い
う
お
よ
そ
科
学
と
は
相
容
れ
な
い
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
り
、
意
識
同
士
が

交
流
し
合
う
と
い
う
思
想
が
語
ら
れ
た
り
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
思
想
的
・
非
自
然
科
学
的
な
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
具

い
き
か

体
例
と
し
て
、
関
下
に
お
け
る
意
識
に
つ
い
て
の
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
考
察
を
概
観
・
考
察
す
る
。
ま
た
、
こ
の
闘
下
意
識
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
萌

芽
が
、
「
精
神
物
理
学
原
論
』
(
一
八
六

O
)
よ
り
二
十
四
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
死
後
の
生
』
初
版
(
一
八
三
六
)
に
お
い
て
み
ら
れ
る
こ

と
を
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
六
年
後
に
出
さ
れ
た
『
死
後
の
生
』
第
二
版
(
一
八
六
六
)
に
『
精
神
物
理
学
館
論
』

を
意
識
し
た
加
筆
・
修
正
部
分
が
あ
る
こ
と
を
例
証
す
る
。

な
お
、
『
死
後
の
生
」
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
例
え
ば
今
井
に
よ
る
論
考
な
ど
い
く
つ
か
あ
る
が
、
管
見
で
は
精
神
物
理
学
と
の
関
連

を
集
中
的
に
論
じ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
そ
の
大
半
が
実
験
心
理
学
的
研
究

方
法
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
哲
学
・
宗
教
・
思
想
的
視
点
か
ら
の
考
察
は
極
め
て
少
な
い
。

『
精
神
物
理
学
原
論
』
と
フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
法
則

『
精
神
物
理
学
原
論
』
(
一
八
六

O
)
は、

フ
ェ
ヒ
ナ
l
が
自
ら
創
始
し
た
精
神
物
理
学
と
い
う
学
を
世
に
問
う
た
記
念
碑
的
著
作
で
、
五

十
九
歳
の
と
き
に
出
版
さ
れ
た
。
第
一
巻
三
百
三
十
六
ペ
ー
ジ
、
第
二
巻
五
百
七
十
一
ペ
ー
ジ
の
二
巻
よ
り
成
る
。

ま
ず
、
こ
の
書
を
有
名
に
し
た
「
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
法
則
」
の
概
略
を
述
べ
る
。
「
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
法
則
」
と
は
、

(
凶
)

た
刺
激
と
感
覚
の
聞
の
法
別
で
あ
る
。
法
則
と
い
う
名
が
つ
い
て
い
る
が
自
然
科
学
的
な
法
則
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
次
の
よ
う
な
日
常

フ
ェ
ヒ
ナ
l
が
見
出
し

経
験
に
由
来
す
る
経
験
別
で
あ
る
。
い
ま
、
大
勢
の
人
で
混
雑
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ホ
1
ル
に
い
て
、
あ
る
相
手
と
会
話
し
て
い
る
と
す
る
。

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想

五
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ホ
ー
ル
全
体
が
静
か
な
う
ち
、
す
な
わ
ち
、
会
話
の
背
景
音
が
小
さ
な
う
ち
は
、
相
手
の
声
は
非
常
に
は
っ
き
り
聞
き
取
れ
る
。
こ
の
と
き

相
手
は
小
声
で
話
し
て
も
大
丈
夫
で
あ
る
。
し
か
し
ホ
1
ル
内
の
人
々
が
一
斉
に
大
声
で
話
し
始
め
る
と
、
相
手
の
声
は
先
ほ
ど
ま
で
と
同

じ
大
き
さ
で
発
せ
ら
れ
て
い
て
も
聞
き
取
り
に
く
く
な
る
。
騒
音
、
す
な
わ
ち
大
き
な
背
景
音
の
中
で
相
手
の
声
を
感
知
す
る
た
め
に
は
、

前
よ
り
も
大
き
な
声
で
話
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
相
手
の
言
葉
を
「
音
刺
激
」
、
相
手
の
言
葉
が
聞
こ
え
る
と
い
う
こ
と
を

「
音
の
感
覚
が
生
じ
る
」
と
言
い
換
え
る
と
、
以
上
の
事
態
は
「
刺
激
」
お
よ
び
「
感
覚
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
「
最
初
に
あ
る
刺
激
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
あ
る
感
覚
が
生
じ
て
い
る
と
き
、
刺
激
を
ほ
ん
の
少
し
ず
つ

増
し
て
ゆ
く
と
、
始
め
の
う
ち
は
感
覚
の
変
化
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
以
上
刺
激
を
増
す
と
感
覚
の
増
加
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
感
覚
の
増
加
は
、
刺
激
が
小
さ
い
う
ち
は
、
ほ
ん
の
少
し
刺
激
を
増
加
し
た
だ
け
で
感
じ
ら
れ
る
が
、
刺
激
が
大
き
く
な
る
と
、
刺

〈
日
)

激
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
」
。
こ
れ
が
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
法
則
の
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
を
数
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
最
初
に
与
え
る
刺
激
を

F
、
そ
れ
に
対
す
る
感
覚
最
を
に
刺
激
を
増
し
て
ゆ
く
と
き
に
感

じ
ら
れ
る
感
覚
の
増
加
量
を
耐
、
市
を
生
じ
さ
せ
る
の
に
必
要
な
刺
激
の
最
小
増
加
景
を
仰
と
す
る
と
次
の
関
係
が
成
り
立
つ
。

今

H
4
5
3

(
山
)

こ
の
式
は
基
本
公
式
旬
ロ
ロ

E
g
g
s
-
m
}吋
自
己
)
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
基
本
公
式
を
積
分
す
る
と
次
の
式
が
導
か
れ
る
。

-
E。m
h

〈

5
5
2尚
蝉
)

い
き

こ
こ
で
、
定
数
b
は
、
刺
激
の
強
さ
が
こ
の
値
以
上
に
な
ら
な
い
と
刺
激
を
感
知
で
き
な
い
地
点
、
す
な
わ
ち
闘
お
の
y
d
q
色
。
)
に
お

(日〉

け
る
刺
激
の
強
さ
で
あ
る
。
こ
の
式
は
測
定
公
式
(
富
民
間
内

2
B巳
)
と
呼
ば
れ
る
。
測
定
公
式
の
要
点
は
「
感
覚
量
は
刺
激
量
の
対
数
に



(M) 

比
例
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

感
覚
を
数
量
的
に
記
述
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
現
代
人
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
素
朴
な
定
式
化
と
式
変
形
は
偉
業
に
は
映
ら
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
、

フ
ェ
ヒ
ナ
l
以
前
の
時
代
に
は
心
的
過
程
を
数
量
的
に
記
述
す
る
の
は
不
可
能
だ
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ

う
し
た
見
解
に
抗
し
て
数
量
化
を
試
み
る
の
は
難
事
業
で
あ
っ
た
。
心
を
数
量
的
に
扱
う
こ
と
が
出
来
な
く
て
は
、
心
理
学
を
科
学
と
し
て

フ
ェ
ヒ
ナ
l
は
物
理
世
界
に
属
す
る
刺
激
と
心
理
世
界
に
属
す
る
感
覚
と
の

関
係
を
数
量
的
に
記
述
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
科
学
の
-
分
野
と
し
て
の
心
理
学
の
成
立
に
貢
献
し
た
の
だ
っ
た
。

認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
風
潮
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、

四

『
精
神
物
理
学
原
論
』
に
お
け
る
閣
下
の
意
識
世
界
|
|
意
識
の
波
動
モ
デ
ル
ー
ー

一
般
に
『
精
神
物
理
学
原
論
』
は
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
法
則
に
代
表
さ
れ
る
科
学
的
記
鴻
の
書
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
同
書
中
に
思
想
的
・
非

自
然
科
学
的
な
内
窓
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
節
で
は
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
思
想
的
・
非
自
然
科
学

的
側
面
の
一
例
と
し
て
、
意
識
の
波
動
モ
デ
ル
を
と
り
あ
げ
、
関
下
の
意
識
世
界
、
す
な
わ
ち
無
意
識
の
世
界
に
関
す
る
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
捉

え
方
を
探
る
。

(mv 

フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
意
識
は
精
神
物
理
学
的
活
動
(
宮
古
宮
℃
げ
可
明
日
目
。

z
↓E
a
E
8
5
も
し
く
は
精
神
物
理
学
的
運
動
(
官
官

E
司

F
Mア

ハ口)

白
山

m
n
v
o
回
0
4『

o
mロ
ロ
問
。
ロ
)
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
。

精
神
物
理
学
的
活
動
は
一
定
強
度
の
静
的
な
活
動
で
は
な
く
、
強
度
が
リ
ズ
ミ
ッ
ク
に
変
動
す
る
波
動
的
・
振
動
的
活
動
で
あ
る
。
自
身

が
第
一
線
の
物
理
学
者
で
も
あ
り
、
波
動
理
論
を
熟
知
し
て
い
た
フ
ェ
ヒ
ナ

1
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
精
神
物
理
学
的
活
動
を
説

明
す
る
の
に
波
の
シ

ι
1
マ
を
用
い
た
(
図

1
1
そ
れ
に
よ
る
と
、
精
神
物
理
学
的
活
動
全
体
を
表
現
す
る
波
は
大
波
〈
国
ωロ
14q色
。
)
あ

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
生
命
思
想

七
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AB:大関 (Hauptschwelle)。
a， b， c， d， e :短波 (Oberwelle)。
A' B':短波関 (Oberschwelle)。
出典 Gustav Theodor Fechner: El仰 wnteder 

Psychophysik. II. Leipzig: Br巴itkopfund 
Hartel1860， S. 540.の図を転載。

フzヒナーによる意識の波動モデル

A' 

A 

図概

関

長

な

す

波

波

波

と

み

示

姐

位

長

恥

叫

系

/

-

¥

/

中

北

町

内

一

¥

『

波

い

い

問

-
U

、

、

~

図

式

』

柑

岬

ハ円

~

i

成

。

長

L
U
-
一

は

合

る

-

f
ム

/

↓

一

)

が

き

皮

¥
+
L
F

段

)

で

霊

f
」
J

/

上

段

が

坊

、

寸

/

(

下

と

U

/
「
/
!
誤
れ
対

!¥ 

る
い
は
全
体
波
(
寸

oz-毛
色
芯
)
と
呼

ば
れ
る
。
大
波
は
、
上
部
に
位
置
す
る

短
い
周
期
の
上
部
短
波
(
。

σ
2
4司
O
日目。、

以
下
「
短
波
」
と
略
記
)

と
、
下
部

図 1

に
位
置
す
る
長
い
周
期
の
下
部
長
波

記gQ
)E  
と宵

が 4
口巴
成 Rて
さ
れ以
た下
'!-) 一寸

の長
と波
み」

なと
す略

」
と
が
で
き
る

(図
2
)
。
長
波
・
短

図2

波
と
大
波
の
関
係
は
、
例
え
ば
次
の
よ

解
で
き
る
。
地
球
の
ゆ
っ
く
り
し
た
周
期
の
自
転
運
動
を
長
波
と
す
る
と
、
湖
の
干
満
の
よ
う
な
地
球
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
個
別
の
短
い

う
な
地
球
上
の
周
期
的
運
動
の
例
で
理

周
期
の
運
動
は
短
波
、
そ
し
て
地
球
上
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
周
期
的
な
運
動
は
大
波
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

精
神
物
理
学
的
活
動
の
一
つ
で
あ
る
意
識
活
動
も
波
の
シ
ェ
ー
マ
で
理
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
覚
醒
中
す
わ
な
ち
意
識
あ
る
状
態
と
、
睡

眠
中
す
な
わ
ち
意
識
の
な
い
状
態
と
は
、
み
か
け
は
全
く
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
二
状
態
は
同
一
の
意
識
活
動
が
闘
の
上
下
に
運
動
す
る
こ
と

で
分
化
し
た
姿
だ
と
み
な
さ
れ
る
。
グ
ラ
フ
の
縦
軸
に
意
識
活
動
を
、
横
軸
に
時
間
を
と
っ
た
と
き
、
縦
軸
は
意
識
値
(
切
0
4司

5
2
8吉
田
E

(
幻
)

当
。
ュ
F
O
)

を
意
味
す
る
。
フ
ェ
ヒ
ナ

1
は
意
識
の
聞
に
識
闘
(
∞
各
毛
色
。
己

g
回
0
4司

5
己
目
吉
田
)
と
い
う
名
を
与
え
、
識
闘
以
下
の
領

(
泣
)

域
す
な
わ
ち
意
識
値
が
負
の
値
を
と
る
領
域
を
、
意
識
の
な
い
状
態
と
み
な
し
た
。
意
識
活
動
が
識
闘
の
上
に
あ
る
と
き
が
意
識
あ
る
状
態

〈
犯
)

(
覚
醒
)
、
識
闘
の
下
に
あ
る
と
き
が
意
識
の
な
い
状
態
(
睡
眠
)
で
あ
る
。
意
識
活
動
は
識
闘
を
は
さ
ん
で
日
々
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
続



け
る
。
ち
な
み
に
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
、
こ
う
し
た
振
動
的
な
意
識
活
動
を
内
界
の
生
命
的
振
動

P
S
E
E自
己
民
向
。
ロ
色

2
p
o
Z
)
と
も
呼

(
担
)

ん
で
い
た
。

覚
醒
中
、
す
な
わ
ち
意
識
活
動
が
識
闘
の
上
に
あ
る
問
、
意
識
活
動
の
強
度
は
常
に
一
定
に
保
た
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
覚
醒

中
に
意
識
を
集
中
し
て
考
え
事
を
し
た
後
で
、
疲
れ
て
ぼ
ん
や
り
意
識
を
弛
め
る
場
合
な
ど
は
、
覚
醒
意
識
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

が
意
識
活
動
の
強
度
は
短
時
間
の
う
ち
に
細
か
く
変
化
す
る
。
こ
う
し
た
短
時
間
の
変
化
は
波
の
シ
ェ
ー
マ
で
は
短
波
で
表
現
さ
れ
る
。
ま

た
、
臨
眠
と
覚
醸
の
よ
う
な
一
日
単
位
の
長
い
周
期
の
意
識
活
動
は
長
波
で
表
さ
れ
る
。

で
き
る
。
た
と
え
ば
、

以
上
は
、
個
人
の
立
識
活
動
を
大
波
に
見
立
て
た
場
合
の
波
の
シ
ェ
ー
マ
の
解
釈
例
で
あ
る
。
波
の
シ
ェ
ー
マ
は
、
別
の
解
釈
に
も
転
用

(
紡
)

ブ
ェ
ヒ
ナ

l
は
個
々
人
の
意
識
を
生
み
出
す
母
体
で
あ
る
大
意
識
(
出

E
U
5
2
4
c
g
g
aロ
)
の
存
在
を
惣
定
す
る

が
、
大
意
識
を
大
波
と
見
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
波
の
シ
ェ
ー
マ
は
大
意
識
と
個
々
人
の
意
識
の
関
係
を
表
わ
す
(
図
1
)
。

こ
の
と
き
個
々
の
短
波
(
図
1
の

a
、
b 

C 、
d 

e)
は
個
々
人
の
意
識
に
相
当
す
る
が
、

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
つ
の
大
波
、
す
な

わ
ち
大
意
識
の
一
部
が
変
形
し
て
生
じ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
個
々
人
の
意
識
は
み
か
け
は
独
立
だ
が
、
同
一
の
大
意
識
を
母
体
と
し
て

共
有
す
る
た
め
、
大
意
識
を
介
し
て
相
互
に
連
関
す
る
。
な
お
、
図
1
の
A
B
は
大
波
の
闘
で
大
関
(
出
ωロ
宮
聞
の
V
4
2
ロ0
)

と
名
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
大
意
識
が
大
闘
を
超
え
た
と
き
、
個
別
の
個
体
意
識
が
生
ま
れ
る
。

こ
こ
で
、
意
識
モ
デ
ル
に
よ
る
記
憶
や
表
象
の
捉
え
方
を
眺
め
て
み
よ
う
。
長
ら
く
忘
れ
て
い
た
記
憶
が
ふ
と
魁
る
と
き
の
よ
う
に
、

時
消
失
し
て
い
た
表
象
が
再
び
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
表
象
は
ど
こ
に
隠
れ
て
い
て
ど
こ
か
ら
姿
を
現
し
た
の
か
?

フ
ェ
ヒ
ナ

l

の
答
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
あ
る
像
が
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
入
る
と
、
そ
の
像
は
わ
れ
わ
れ
個
人
の
意
識
、
す
な
わ
ち
短
波
と
結
び
つ
け

(
m
m
)
 

ら
れ
る
。
短
波
が
図
1
の
大
関
A
B
を
超
え
て
い
る
限
り
、
短
波
と
対
応
す
る
も
の
が
大
波
に
も
生
じ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
短
波
の
出
来

事
は
大
波
に
反
映
さ
れ
る
。
短
波
と
大
波
の
こ
う
し
た
結
び
つ
き
の
お
か
げ
で
、
眠
か
ら
像
が
消
え
去
っ
た
後
も
な
お
、
像
の
記
憶
の
残
響

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想
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は
残
る
。
そ
し
て
そ
の
残
響
は
、
よ
り
一
般
的
な
記
憶
と
思
考
、
な
い
し
大
意
識
の
記
憶
と
思
考
か
ら
成
る
、
よ
り
高
次
の
世
界
へ
入
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
大
波
の
中
の
表
象
の
痕
跡
が
再
び
短
波
に
影
響
を
及
ぼ
し
返
し
た
と
き
、
記
憶
は
蛙
る
と
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
主
張
す
る
。
表

象
は
ど
こ
へ
行
き
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、
こ
の
答
え
は
、
大
意
識
か
ら
生
ま
れ
来
て
、
大
意
識
へ
と
還
り
ゆ
く
、
で
あ
る
。

フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
睡
眠
|
覚
醒
時
の
意
識
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
。
意
識
は
眠
り
と
と
も
に
消
え
、
目
覚
め
と
と
も
に
再
び
現
れ
る
。

で
は
、
こ
の
間
わ
れ
わ
れ
の
意
識
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
?

(
犯
)

ヲ@。

こ
の
答
え
も
、
大
意
識
か
ら
生
ま
れ
大
意
識
へ
還
る
、

で
あ

意
識
モ
デ
ル
に
従
え
ば
、
個
体
意
識
は
大
意
識
か
ら
枝
分
か
れ
す
る
よ
う
に
派
生
す
る
も
の
だ
が
、
い
っ
た
ん
派
生
し
た
後
も
、
睡
眠
や

忘
却
の
度
に
母
体
で
あ
る
大
意
識
に
帰
還
す
る
の
だ
。
目
覚
め
た
り
何
か
を
思
い
出
し
た
り
す
る
ご
と
に
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
は
常
に
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
消
誠
と
再
生
を
繰
り
返
す
わ
れ
わ
れ
の
意
識
は
、
死
後
ど
う
な
る
の
か
?

に
見
え
て
も
完
全
に
消
誠
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
痕
跡
が
姿
を
変
え
て
大
意
識
の
中
に
残
る
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
既
に
み
て
き

生
前
の
意
識
や
表
象
は
、

一
見
消
滅
し
た
よ
う

た
。
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
死
後
の
意
識
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
フ
ェ
ヒ
ナ

1
は
、
死
後
の
意
識
が
生
前
の
人
格
を
保
っ
た
ま
ま
存
続
す

る
と
い
う
俗
説
の
主
張
と
は
異
な
り
、
生
前
の
人
格
が
死
後
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
保
た
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
人
格
が
保
た
れ
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
す
べ
て
が
完
全
な
無
に
帰
す
る
わ
け
で
も
な
い
、
個
体
意
識
は
消
え
失
せ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
痕
跡
は
大
波
す
な
わ

ち
超
個
体
的
世
界
の
中
に
残
り
続
け
る
、
と
い
う
の
が
フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
主
張
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
個
体
意
識
が
世
界
か
ら
完
全
に
消
誠

す
る
こ
と
は
無
い
。
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
死
後
の
存
続
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
信
じ
て
よ
い
と
言
う
。
わ
れ
わ
れ
の
精
神
は
、
死
後
、
よ
り
高
次

〔
却
}

の
精
神
世
界
、
す
な
わ
ち
神
の
中
へ
入
る
の
だ
、
と
。

フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
牧
師
の
息
子
で
あ
り
自
身
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
が
、

フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
神
は
正
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
神
で
は
な
く
汎



(
叩
)

神
論
的
な
神
、
す
な
わ
ち
「
そ
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
精
神
が
生
息
し
、
活
動
し
、
存
在
す
る
よ
う
な
、
自
然
界
に
偏
在
す
る
意
識
あ
る
神
」
で

あ
る
。
こ
う
し
た
フ
ェ
ヒ
ナ
1
の
神
観
念
を
み
る
と
、

フ
ェ
ヒ
ナ
1
の
哲
学
や
存
在
論
が
後
の
科
学
者
た
ち
に
無
視
さ
れ
た
原
因
は
、
そ
れ

ら
が
非
科
学
的
だ
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
恩
わ
れ
る
。
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
神
が
異
教
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
こ

と
も
一
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
科
学
書
と
目
さ
れ
て
い
る
『
精
神
物
理
学
原
論
』
に
「
死
後
の
生
」
や
「
神
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
替
の
背
後
に
哲
学
的
・
思
想
的
動
機
が
潜
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
(
初
版
一
八
六

O
)
の
発
想

の
萌
芽
が
、
『
死
後
の
生
』
(
初
版
一
八
三
六
〉
に
お
い
て
す
で
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
検
証
す
る
。

五

『
死
後
の
生
h

の
出
版

(匂一

g
尽
き
S
S
S
N、s
s
g
n
p
&
S
B母
)
初
版
は
フ
ェ
ヒ
ナ
1
三
十
五
歳
の
一
八
一
二
六
年
に
、
ド
レ
ス
デ
ン
の

(
引
}

書
屈
の
円
四
回
目
。
円
か
ら
ペ
ン
ネ
ー
ム
町
ミ
1
ゼ
ス
(
ロ
円

-zug)
名
で
出
版
さ
れ
た
。
大
判
の
手
帳
サ
イ
ズ
で
総
ペ
ー
ジ
数
五

0
ペ
ー
ジ

『
死
後
の
生
』

の
小
冊
子
で
あ
る
。
当
時
の
フ
ェ
ヒ
ナ

1
は
翻
訳
で
生
計
ぞ
立
て
た
り
大
学
で
無
給
講
師
を
勤
め
た
り
し
た
後
、

う
や
く
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
物
理
学
の
教
授
に
就
任
し
た
ば
か
り
で
札
問
、
科
学
者
と
し
て
の
地
位
を
こ
れ
か
ら
確
立
し
よ
う
と
い
う
時

一
八
三
四
年
に
な
っ
て
よ

期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
地
位
を
確
立
す
る
前
に
、
死
後
の
生
と
い
う
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
は
受
け

入
れ
ら
れ
難
い
書
物
を
本
名
で
発
表
す
る
の
は
避
け
た
方
が
賢
明
で
あ
る
と
い
う
判
断
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
版
は
フ
ェ
ヒ
ナ

l
六
十
五
歳
の
一
八
六
六
年
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
出
版
社

F
8
3
5
〈

o
g
か
ら
出
さ
れ
た
。
『
精
神
物
理
学
原
論
』

が
出
さ
れ
た
六
年
後
で
あ
り
、
す
で
に
学
者
と
し
て
の
名
声
が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
か
、
こ
の
第
二
版
以
降
の
『
死
後
の
生
』
は
本
名
の
フ
ェ

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
生
命
思
想
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ヒ
ナ
1
名
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
初
版
が
九
章
か
ら
成
る
の
に
対
し
、
第
一
一
版
で
は
章
が
追
加
さ
れ
十
二
章
構
成
で
あ
る
。
ま
た
、
章
に
よ
っ

て
は
大
幅
な
加
筆
が
み
ら
れ
る
。
第
三
版
は
フ
ェ
ヒ
ナ
1
没
年
の
一
八
八
七
年
に

F
g
H
}
O
E
〈
0
m
m
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
版
と
比

(
剖
)

べ
大
き
な
変
更
は
な
い
。

ー』
J、
『
死
後
の
生
』
初
版
(
一
八
三
六
)
に
お
け
る
精
神
物
理
学
の
萌
芽

ま
ず
、

フ
ェ
ヒ
ナ

l
が
精
神
物
理
学
を
打
ち
立
て
る
は
る
か
以
前
の
一
八
三
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
死
後
の
生
』
初
版
の
内
容
を
確
認
し

ょ
う
。
こ
の
時
点
で
は
フ
ェ
ヒ
ナ

1
自
身
、
二
十
四
年
後
に
『
精
神
物
理
学
原
論
』
告
書
く
こ
と
に
な
る
と
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

「
人
は
こ
の
世
に
一
度
だ
け
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
=
一
度
生
ま
れ
る
。
生
の
第
一
段
階
は
絶
え
ざ
る
眠
り
、
第
二
段
階
は
睡
眠
と
覚
醒

の
交
替
、
そ
し
て
第
三
段
階
は
永
遠
の
覚
醒
で
あ
る
」
。
「
死
後
の
生
』
の
冒
頭
で
フ
ェ
ヒ
ナ
1
は
、
人
は
三
度
生
ま
れ
る
と
い
う
。
わ
れ
わ

れ
は
こ
の
世
に
生
れ
落
ち
る
前
、
母
親
の
胎
内
で
過
ご
す
が
、

フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
言
う
生
の
第
一
段
階
と
は
、
こ
の
胎
児
の
段
階
の
こ
と
で
あ

る
。
胎
児
は
暗
い
母
胎
の
中
で
ひ
た
す
ら
眠
り
の
生
活
を
送
る
。
第
二
段
階
と
は
、
母
胎
を
離
れ
て
こ
の
世
に
誕
生
し
た
後
の
、
睡
眠
と
覚

醒
を
交
互
に
繰
り
返
す
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
通
常
こ
の
第
一
一
段
階
の
み
を
生
と
呼
び
、
そ
の
後
に
訪
れ
る
段
階
を
死
と
呼
ぶ
。

そ
れ
に
対
し
フ
ェ
ヒ
ナ
1
は
、
死
を
「
生
の
第
三
段
階
」
と
位
置
づ
け
る
。
で
は
、
眠
り
の
第
一
段
階
と
、
眠
り
と
目
覚
め
の
交
替
の
第
一
一

段
階
か
ら
類
推
す
る
と
第
三
段
階
と
は
い
か
な
る
段
階
か
?

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
覚
醒
が
永
遠
に
続
く
段
階
で
あ
る
。

胎
児
の
第
一
段
階
に
は
肉
体
が
次
第
に
発
達
し
、
眼
や
耳
や
口
な
ど
様
々
な
器
官
が
つ
く
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
器
官
は
胎
児
に
と
っ
て
す

ぐ
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
が
、
生
後
の
第
一
一
段
階
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
第
一
段
階
は
第
二
段
階
に
必
要
な
肉
体
を



準
備
す
る
期
間
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
器
官
の
有
り
難
み
を
知
る
の
は
、
生
後
、
感
覚
が
十
分
に
発
達
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

ブ
ェ
ヒ

ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
類
推
を
続
け
る
。
第
二
段
階
の
生
後
ま
も
な
く
の
問
、
精
神
は
ま
だ
未
発
達
の
萌
芽
状
態
に
あ
る
が
、
成
長
に
つ
れ
、

こ
の
精
神
の
萌
芽
は
発
達
す
る
。
第
二
段
階
の
精
神
の
発
達
は
、
第
三
段
階
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
な
の
で
は
な
い
か
、
精
神
は
第
三
段
階

(
お
)

に
達
し
て
は
じ
め
て
十
全
に
役
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。
我
々
は
、
生
の
目
的
を
知
ら
さ
れ
ぬ
ま
ま
こ
の
世
に
投
げ
出
さ
れ
て
い

る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
営
み
は
、
決
し
て
死
と
同
時
に
無
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
い
と
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
説
く
。
第
二
段
階
に
住
む
わ
れ
わ
れ
が

わ

け
理
由
も
わ
か
ら
ず
に
為
す
あ
ら
ゆ
る
精
神
活
動
、
す
な
わ
ち
、
思
索
や
情
念
や
祈
り
な
ど
は
、
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
第
三
段
階
に
お
け
る

高
次
の
精
神
生
活
の
た
め
の
準
備
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
『
死
後
の
生
い
初
版
執
筆
時
の
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
、
個
体
と
精
神
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
眺
め
て
み
よ
う
。

人
聞
は
、
自
分
は
自
分
の
た
め
だ
け
に
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
自
身
の
肉
体
的
・
精
神
的
な
成
長
の
た
め
に

楽
し
み
、
活
動
し
、
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
人
聞
は
、
た
し
か
に
自
分
の
た
め
に
も
存
在
す
る
が
、
同
時
に
人
聞
の

肉
体
と
精
神
は
、
他
の
存
在
の
単
な
る
住
処
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
住
処
の
中
へ
と
、
よ
り
高
度
な
他
の
精
神
が
入
り
込
み
、

か
ら
み
あ
っ
て
発
達
し
、
様
々
な
過
程
が
互
い
に
入
り
乱
れ
て
進
行
し
て
行
く
。
そ
れ
ら
の
過
程
は
、
同
時
に
ま
た
人
聞
が
感
じ
た
り

(
訂
)

考
え
た
り
す
る
事
な
の
で
あ
り
、
第
三
段
階
の
生
に
対
し
て
、
よ
り
高
度
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
の
精
神
は
互
い
に
ま
っ
た
く
孤
立
し
独
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
思
想
が
読
み
と
れ
よ
う
。
さ
ら
に
フ
ェ

ヒ
ナ

l
は
、
わ
れ
わ
れ
が
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
過
程
は
一
個
人
の
精
神
の
中
に
閉
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
個
人
の
精
神
活
動
に
は
、

よ
り
高
度
な
精
神
、
す
な
わ
ち
神
の
活
ら
き
が
関
与
し
て
い
る
の
だ
、
と
主
張
す
る
。

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想
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人
聞
の
精
神
は
、
人
聞
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
の
高
度
な
精
神
の
も
の
で
も
あ
り
、

そず
のれ
属 の
しも
方の
はな
異の
なか
る見
の分
でけ
あ(が
る8つ
。カョ

な
い
。
そ
し
て
人
間
の
精
神
の
中
で
起
こ
る
事
は
、
常
に
同
時
に
両
者
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、

『
死
後
の
生
』
か
ら
の
以
上
の
二
つ
の
引
用
に
は
、
個
人
の
精
神
活
動
は
個
人
を
鵡
え
た
も
の
で
あ
り
、
よ
り
高
度
な
精
神
、
す
な
わ
ち

violet 

blau 

roth 

orange 

gelb 

grun 

左図:W死後の生』初版の概念図。波模様で示された 6つの円は、それぞ
れ赤 (roth)・澄 (orange)・貧 (gelb)・緑 (grun)・青 (blau)
・蓋 (violet)の6色の光線を表わす。

出典(左図): Dr. Mises: Das Buchlein vom Leben nach dem Tode. 
Dresden: Grimmer 1836， S. 16.より転載。

右図 :W死後の生』第 2版の概念図。日つの円が重なり合って、中央部分

に星形(黒く塗られた部分〉が生じる。

出典(右図): Gustav Theodor Fechner: Das Buchlein vom Leb朗 nach
dem Tode. 2. Aufl. Leipzig: Voss 1866， S. 16 より転載。

図3 波のシェーマ

神
の
精
神
に
も
所
属
す
る
と
い
う
思
想
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
思
想
が
、

そ
の

二
十
四
年
後
に
出
さ
れ
る
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
意
識
モ
デ
ル
に
再
び
現

れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
み
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
意
識
モ
デ
ル
で
は
、
個
体

意
識
は
短
波
で
表
現
さ
れ
、
短
波
に
生
じ
た
出
来
事
の
痕
跡
は
大
波
、
す
な

わ
ち
超
個
体
的
世
界
(
神
)
の
中
に
残
り
続
け
る
の
で
あ
っ
た
。
以
上
で
、

個
体
の
死
後
も
個
体
の
精
神
は
よ
り
高
次
の
精
神
、
す
な
わ
ち
神
の
中
で
生

き
続
け
る
と
い
う
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
思
想
の
ル

l
ツ
が
『
死
後
の
生
』

に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
意
識
モ
デ
ル
は
波
の
シ
ェ
ー
マ
で

表
現
さ
れ
て
い
た
。

フ
ェ
ヒ
ナ

l
が
何
時
か
ら
波
を
モ
デ
ル
に
思
考
を
す
す

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
『
死
後
の
生
』
初
版
の
時
点

で
す
で
に
そ
の
徴
候
は
認
め
ら
れ
る
。
以
下
で
確
か
め
よ
う
。

こ
の
図
は
模
写
で
は
な
く
、
単
な
る
象
徴
あ
る
い
は
比
喰
に
す
ぎ
な
い
つ



も
り
の
図
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
図
で
は
、
中
央
に
あ
る
色
の
付
い
た
星
形
は
自
立
体
、
す
な
わ
ち
内
的
統
一
性
を
内
包
す
る
も
の

で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
星
形
は
、
六
つ
の
単
色
の
円
、

ー
l
そ
れ
ら
の
各
々
の
円
も
そ
れ
自
体
内
的
統
一
性

を
有
し
て
い
る
の
だ
が
ー
に
が
連
結
し
て
た
だ
合
流
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
円
が
発
す
る
各
々
の
光
線
も
、
星
形

自
身
に
も
属
し
て
い
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
互
い
に
重
な
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
星
形
を
生
み
出
し
た
円
に
も
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(犯〕

人
聞
の
魂

3
2
]叩
)
に
つ
い
て
も
そ
う
い
う
こ
と
が
い
え
る
(
図

3
1

図
3
の
左
図
に
は
、
互
い
に
重
な
り
あ
っ
た
六
つ
の
波
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
六
つ
の
波
模
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
蔀
・
檀
・
貴
・
綜
・
宵
・

董
の
六
色
の
光
線
を
表
わ
す
。
左
図
の
中
央
部
分
で
は
、
六
つ
の
波
模
様
が
交
差
し
て
星
形
を
形
づ
く
っ
て
い
る
領
域
が
認
め
ら
れ
る
。

『
死
後
の
生
』
初
版
か
ら
転
載
し
た
こ
の
図
で
は
、
引
用
文
中
の
「
色
の
付
い
た
星
形
」
が
何
を
意
味
す
る
か
判
別
し
に
く
い
。
図
3
の
右

に
『
死
後
の
生
』
第
二
版
の
修
正
さ
れ
た
図
を
転
載
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
図
で
星
形
を
確
認
さ
れ
た
い
。

フ
ェ
ヒ
ナ

1
が
図
3
左
図
の
よ
う
に
光
線
を
波
模
様
で
表
し
た
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
フ
ェ
ヒ
ナ
!
は
、
光
は
粒
子

(仰〕

で
あ
る
か
波
動
で
あ
る
か
と
い
う
古
く
か
ら
の
論
争
に
関
し
て
、
波
動
説
を
支
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

残
さ
れ
て
い
る
。

フ
ヱ
ヒ
ナ

l
は
電
磁
気
学
の
ピ
オ
H
サ
パ

I
ル
の
法
則
で
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
ジ
ャ
ン
・
パ
プ
テ
イ
ス
ト
・
ビ

オ
(
甘
mw

ロE
切
山
岡
)
‘
底
的
件
。
回

o
f
H
斗足
1

】
∞
毘
)
の
物
理
学
の
教
科
書
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
出
版
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ビ
オ
は
光
の
粒
子
説

を
固
守
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
波
動
説
派
の
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
、
当
時
フ
レ
ネ
ル
の
実
験
に
よ
っ
て
波
動
説
が
優
勢
に
な
っ
た
こ
と
も
手
伝
つ

(
引
)

て
、
ビ
オ
の
教
科
書
の
光
学
に
関
す
る
記
述
を
波
動
説
に
沿
っ
た
も
の
に
独
自
に
改
変
し
て
出
版
し
た
と
い
う
。
い
か
に
も
フ
ェ
ヒ
ナ

l
ら

し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

さ
て
、
図
3
に
戻
ろ
う
。
六
色
の
波
模
様
が
重
な
り
合
っ
て
生
じ
た
星
形
は
、
独
立
し
た
個
体
の
よ
う
に
見
え
る
。
事
実
、
星
形
が
発
す

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想

五
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一
六

る
の
は
、
六
つ
の
円
が
発
す
る
六
色
が
混
じ
り
合
っ
て
で
き
た
、
も
と
の
六
色
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
光
線
で
あ
る
。
し
か
し
、
星
形
が
発

す
る
光
線
は
、
そ
れ
自
身
単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
六
色
の
光
線
の
存
在
が
背
後
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
出
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
、
独
立
し
た
存
在
の
よ
う
に
み
え
る
わ
れ
わ
れ
の
魂
(
皆
己
巴
も
、
実
は
こ
の
思
形
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
背
後
に
他

者
の
六
色
の
魂
の
存
在
な
く
し
て
は
決
し
て
存
在
し
得
な
い
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
星
形
に
見
立
て
ら
れ
る
倒
人
の
魂
は
、
他
者
の
魂
が

多
数
A
同
流
し
て
生
じ
た
「
結
節
」
な
の
で
あ
る
。
結
節
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
個
人
の
魂
に
何
か
の
出
来
事
が
生
じ
る
と
き
、
そ
の
出
来
事
は

結
節
を
構
成
す
る
他
者
の
魂
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
り
、
反
対
に
、
他
者
の
魂
に
何
か
が
起
こ
っ
た
と
き
、
そ
の
影
響
は
個
人
の
魂
に

届
く
の
で
あ
る
。
魂
や
精
神
や
意
識
は
個
体
を
超
え
て
交
流
す
る
、
そ
れ
が
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
主
張
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
図
3
の
波
の
シ
ェ
ー
マ
で
は
、
波
同
士
の
空
間
的
な
交
流
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
時
間
的
な
交
流
に
つ
い
て
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
精
神
物
理
学
原
論
』
の
意
識
モ
デ
ル
で
は
、
視
覚
像
を
記
憶
し
た
り
想
起
し

た
り
す
る
ご
と
に
、
視
覚
像
の
記
憶
痕
跡
が
瓶
波
か
ら
大
波
へ
と
、
あ
る
い
は
大
波
か
ら
短
波
へ
と
行
き
来
す
る
よ
う
な
、
短
波
と
大
波
と

の
時
間
的
交
流
関
係
が
語
ら
れ
て
い
た
。
『
死
後
の
生
』
初
版
の
波
の
イ
メ
ー
ジ
が
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
中
で
長
年
暖
め
ら
れ
、
後
に
時
間
的
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
と
聞
の
概
念
が
つ
け
加
わ
っ
て
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
意
識
モ
デ
ル
と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
『
死
後
の
生
』
初
版
に
、
後
の
『
精
神
物
理
学
原
論
』
に
お
け
る
披
の
シ
ェ
ー
マ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
同
じ
く

『
精
神
物
理
学
原
論
』
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
超
個
体
性
の
モ
チ
ー
フ
が
波
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。次

に
、
多
数
の
精
神
の
結
節
で
あ
る
個
体
の
精
神
は
死
後
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
考
え
を
み
よ
う
。

し
か
し
、
人
聞
が
死
ん
だ
ら
、
そ
の
肉
体
の
腐
敗
と
共
に
あ
の
結
節
は
解
け
る
だ
ろ
う
。
精
神
は
も
う
結
節
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な



く
、
今
や
全
く
自
由
に
自
然
界
に
流
れ
出
る
だ
ろ
う
。
精
神
は
も
は
や
、
光
波
や
菅
波
が
自
分
の
目
や
耳
を
打
つ
と
き
に
光
波
や
音
波

を
単
に
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
が
光
波
や
音
波
の
よ
う
に
エ
ー
テ
ル
の
海
や
空
気
の
海
の
中
を
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
を
立
て
て
進
ん
で

行
く
だ
ろ
う
。
も
は
や
、
風
や
海
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
た
自
分
の
体
に
向
か
っ
て
、
風
が
吹
き
寄
せ
、
海
の
波
が
打
ち
寄
せ
る
の
を
単

歩
い
て
行
く
だ
け
で
な
く
、

に
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
空
気
や
海
の
中
を
自
ら
ザ
ワ
ザ
ワ
と
ざ
わ
め
き
行
く
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
、
森
や
草
原
の
緑
の
中
を
独
り
で

(必〉

そ
の
中
を
歩
い
て
行
く
人
々
と
共
に
森
や
草
原
を
感
じ
な
が
ら
突
き
抜
け
て
行
く
の
だ
ろ
う
。

菅
波
と
同
様
、

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
精
神
が
ま
た
し
て
も
波
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
精
神
は
光
波
や

(
M
M
)
 

エ
ー
テ
ル
の
海
や
大
気
の
海
を
っ
き
進
む
波
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
個
体
の
精
神
は
完
全
な
独
立
自
存
の
存
在
で
は
な
く
、

多
数
の
他
の
精
神
の
結
節
体
、
比
喰
的
に
い
え
ば
図
3
の
星
形
の
ご
と
き
存
在
で
あ
っ
た
。

フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
、
人
が
死
に
、
体
が
腐
敗
す
る

と
精
神
は
体
か
ら
離
れ
て
自
由
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
星
形
は
崩
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
星
形
に
保
た
れ
て
い
た
精
神
は
自
由
な
袈
に
な
り
、

よ
り
広
い
世
界
へ
流
れ
出
る
の
だ
と
い
う
。
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
意
識
モ
デ
ル
を
思
い
出
せ
ば
、
そ
の
と
き
個
体
の
精
神
は
生
前
の
人

格
を
保
っ
た
ま
ま
存
続
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
の
痕
跡
を
超
個
体
的
世
界
あ
る
い
は
神
の
世
界
に
残
す
の
だ
っ
た
。
『
精
神
物
理
学
原

論
』
に
よ
れ
ば
、
個
人
が
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
と
き
、

そ
の
背
後
に
は
常
に
大
波
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
超
個
体
的
世
界
の
活
動
の
関

与
が
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
人
が
何
か
を
感
じ
る
と
き
、
け
っ
し
て
一
人
で
感
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

い
つ
も
超
個
体
的
世
界
の
活

ら
き
と
共
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
『
死
後
の
生
』
の
右
の
引
用
部
分
は
、

そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
死
後
、
個
体
の
精
神
は
超
個
体
的
精
神
に
合
流
し
溶
け
込
む
の
だ
が
、
超
個
体
的
精
神
は
見
た
り
聞
い
た
り
す

る
際
に
、
眼
や
耳
を
必
要
と
し
な
い
。
阪
や
耳
と
い
う
器
官
を
介
さ
ね
ば
自
然
界
に
存
在
す
る
光
や
音
を
感
知
で
き
な
い
の
は
第
二
段
階
の

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
話
し
で
あ
る
。
第
三
段
階
の
精
神
に
は
、
感
ず
る
の
に
器
官
な
ど
不
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
と
フ
ェ

k
ナ
l
は
次

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想

一七
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の
よ
う
に
述
べ
る
。

生
け
る
自
然
と
い
う
泉
か
ら
光
や
音
を
汲
み
出
す
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
生
へ
も
限
や
耳
を
ま
だ
一
緒
に
持
っ
て
行
く
必
要
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
の
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
こ
の
泉
と
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で

(

H
世
〉

お
の
ヲ
@
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
死
後
わ
れ
わ
れ
自
身
が
泉
、
す
な
わ
ち
超
個
体
的
世
界
と
同
化
す
る
と
い
う
思
想
は
、
先
に
み
た
『
精
神
物

理
学
原
論
』
の
、
わ
れ
わ
れ
の
精
神
は
死
後
完
全
に
消
誠
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
精
神
の
痕
跡
が
疫
を
変
え
て
、
よ
り
高
次
の
精
神
世
界

(
伍
)

へ
入
る
の
だ
、
と
す
る
思
想
と
根
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
が
自
然
を
生
き
た
存
在
、

(
神
の
世
界
)

す
な
わ
ち
「
生
け
る
自
然
」
企
各
自
門
出
向
。

Z
忠
ロ
ユ
と
捉
え
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
慣
す
る
。

さ
て
、
個
体
の
精
神
は
死
後
自
由
に
な
り
広
い
世
界
へ
流
れ
出
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
広
い
世
界
と
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
あ
ろ
う
?

こ
の
世
と
は
全
く
異
な
る
あ
の
世
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ェ
ヒ
ナ
1
は
、
そ
う
で
は
な
い
、
地
上
の
自
然
な
の
だ
、
と
次
の
よ
う
に
滞

べ
て
い
る
。第

三
段
階
の
精
神
は
、
人
類
自
身
も
そ
の
一
部
で
あ
る
地
上
の
自
然
の
中
に
、
ま
る
で
共
同
の
肉
体
の
中
に
住
む
よ
う
に
住
ん
で
い

る
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
自
然
の
全
て
の
過
程
は
、
第
三
段
階
の
精
神
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
肉
体
の
過
程
と
同
じ

も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
段
階
の
彼
等
の
肉
体
は
共
同
母
と
し
て
第
二
段
階
の
生
に
お
け
る
肉
体
を
包
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
第
二
段
階
の
肉
体
が
第
一
段
階
の
肉
体
を
包
ん
で
い
る
よ
う
に
で
あ
る
。



フ
ェ
ヒ
ナ

1
は
第
三
段
階
の
精
神
は
、
こ
の
地
上
の
自
然
の
中
に
住
ま
う
と
述
べ
る
。
第
二
一
段
階
の
精
神
に
と
っ
て
、
こ
の
世
の
自
然
は
、

様
々
な
精
神
が
共
に
宿
る
共
同
の
肉
体
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
第
三
段
階
の
肉
体
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
?

」

v
」

で
ま
た
フ
ェ
ヒ
ナ
l
は
類
推
す
る
。
第
一
段
階
す
な
わ
ち
胎
児
の
肉
体
が
第
二
段
階
す
な
わ
ち
こ
の
世
の
母
胎
に
よ
っ
て
包
み
こ
ま
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
世
の
全
て
の
肉
体
は
第
三
段
階
の
い
わ
ば
共
同
の
母
胎
に
よ
っ
て
共
に
包
ま
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
、
と
。
こ
こ
に
も
『
精
神

物
理
学
原
論
』
の
短
波
と
大
波
と
の
相
互
交
流
の
思
想
の
芽
を
読
み
取
れ
よ
う
。

以
上
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
死
後
の
存
続
説
と
『
死
後
の
生
い
の
記
述
と
が
呼
応
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

七

『
死
後
の
生
』
第
二
版
(
一
八
六
六
)

に
お
け
る
加
筆
・
修
正
部
分
と
精
神
物
理
学

一
八
六

O
年
の
『
精
神
物
理
学
原
論
』
刊
行
に
よ
り
フ
ェ
ヒ
ナ
l
は
科
学
者
と
し
て
の
名
声
を
博
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
六
年
後
の

一
八
六
六
年
、

そ
れ
よ
り
三
十
年
前
に
配
ミ
l
ゼ
ス
名
で
出
版
し
た
『
死
後
の
生
』
の
第
二
版
を
グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
本
名
で
出
し

て
い
る
。

『
死
後
の
生
』
第
二
版
〈
一
八
六
六
)
で
は
、
初
版
(
一
八
一
一
一
六
)
に
比
べ
章
立
て
が
君
干
変
更
さ
れ
て
お
り
、
随
所
に
大
幅
な
加
筆
・

修
正
が
見
ら
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
二
つ
の
版
の
聞
に
世
に
出
た
『
精
神
物
理
学
原
論
』
(
一
八
六

O
)
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
加
筆

が
目
に
つ
く
こ
と
で
あ
る
。

フ
ェ
ヒ
ナ
!
は
、
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
若
き
日
の
著
書
『
死
後
の
生
』
の
所
々
に
精
神
物
理
学
の
芳
香
を

識
り
こ
む
こ
と
で
『
死
後
の
生
』
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
仮
に
そ
う
し
た
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

『
死
後
の
生
』
と
『
精
神
物
理
学
原
論
』
と
が
何
ら
思
想
的
関
連
性
を
持
た
ず
に
全
く
独
立
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
両
者
を
融

合
さ
せ
た
加
筆
は
不
可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
融
合
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
『
死
後
の
生
』
初
版
の
中

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想

九
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二
O

に
、
精
神
物
理
学
的
思
想
の
萌
芽
が
潜
ん
で
い
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。
以
下
で
「
死
後
の
生
』
第
二
版
の
加
筆
・
修
正
部
分
か
ら
、
『
精

神
物
理
学
原
論
』
安
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
筒
所
を
二
、
一
一
一
例
示
す
る
。

ま
ず
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
の
意
識
モ
デ
ル
に
お
け
る
個
人
聞
の
意
識
の
交
流
に
関
連
し
た
描
写
例
を
挙
げ
る
。
個
人
間
の
意
識
交
流

に
関
連
し
た
描
写
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
通
り
、
す
で
に
吋
死
後
の
生
』
初
版
の
図
3
を
用
い
た
説
明
箇
所
に
も
存
在
す
る
が
、
第
二
版

で
は
波
紋
(
巧

o
z
g
w自由
m
O
)

概
念
を
用
い
つ
つ
、
よ
り
詳
し
い
描
写
が
捕
わ
れ
て
い
る
。

水
中
に
沈
み
行
く
石
が
残
し
た
波
紋
は
、
水
面
か
ら
突
き
出
て
い
る
石
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
そ
の
周
囲
に
新
た
な
波
紋
を
生
む
が
、
も

と
の
波
紋
は
依
然
と
し
て
内
的
に
連
関
し
た
一
つ
の
波
紋
な
の
で
あ
り
、
生
じ
た
全
て
の
波
紋
を
自
分
の
領
域
に
包
含
す
る
。
け
れ
ど

も
石
は
、
波
紋
全
体
の
断
片
を
知
る
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
無
知
な
る
石
の
よ
う
な
も
の
だ
。
た
だ
し
、
わ
れ

わ
れ
は
頑
な
な
石
と
は
違
っ
て
、

一
人
一
人
が
生
時
す
で
に
自
分
で
自
分
の
周
囲
に
一
つ
の
連
関
し
た
作
用
圏
を
形
づ
く
っ
て
お
り
、

そ
の
作
用
圏
は
、
他
者
の
闘
の
周
囲
に
広
が
る
の
み
な
ら
ず
他
者
の
閣
の
内
部
に
ま
で
入
り
込
ん
で
い
る
の
で

ι刻。

次
に
、
『
精
神
物
理
学
原
論
』
を
意
識
し
て
い
る
こ
み
が
さ
ら
に
明
白
に
わ
か
る
加
筆
例
を
挙
げ
よ
う
。
識
闘

(ω
各
省
色
。
。
g

回
0
4
司ロ

g
g
aロ
臼
)
と
い
う
『
精
神
物
理
学
原
論
』
で
み
ら
れ
た
概
念
が
登
場
す
る
箇
所
で
あ
る
。

し
か
し
、
意
識
は
そ
の
よ
う
な
広
大
な
基
盤
を
保
持
し
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
自
己
の
統
一
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
?

(
川
崎
〉

織
は
如
何
に
し
て
識
闘
の
法
則
に
耐
え
う
る
の
か
?

意



こ
の
引
用
箇
所
の
最
後
に
フ
ェ
ヒ
ナ
1
は
吋
精
神
物
理
学
原
論
』
の
書
名
を
明
記
し
た
次
の
脚
註
を
つ
け
て
い
る
。

体

(
F
a
σ
)

と
心
(
∞
g
Z
)
の
関
係
の
こ
う
し
た
経
験
則
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
意
識
が
依
存
す
る
体
の
活

動
が
、
聞
と
呼
ば
れ
る
一
定
強
度
以
下
に
沈
む
と
き
、
意
識
は
必
ず
消
失
す
る
と
い
う
法
別
で
あ
る
。
さ
て
、
体
の
活
動
は
広
が
れ
ば

広
が
る
ほ
ど
弱
く
な
る
の
で
闘
の
下
に
い
っ
そ
う
容
易
に
沈
み
や
す
く
な
る
。
意
識
全
体
に
は
闘
が
あ
り
、
睡
眠
と
覚
醒
の
境
界
を
つ

く
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
意
識
全
体
の
中
の
特
殊
な
意
識
に
も
み
な
闘
が
あ
る
。
特
殊
意
識
は
、
特
殊
意
識
が
依
存
す
る
体
の
特

殊
な
活
動
が
特
殊
聞

(ωoロ
色
町
ヤ
∞

n
E志
向
ぽ
〉
を
超
え
た
り
特
殊
関
下
に
沈
ん
だ
り
す
る
の
に
応
じ
て
、
意
識
の
中
に
現
れ
た
り
消
え

た
り
す
る
。
(
『
精
神
物
理
学
原
論
』
第
十
章
三
十
八
、
三
十
九
、
四
十
二
頁
参
照
〉

以
上
、
『
死
後
の
生
』
第
二
版
中
に
明
ら
か
に
『
精
神
物
理
学
原
論
』
を
意
識
し
た
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

フ
ェ
ヒ

ナ
ー
に
お
い
て
『
死
後
の
生
』
と
『
精
神
物
理
学
原
論
』
と
が
実
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
い
っ
そ
う
明
瞭
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

1¥ 

お
わ
り
に

|
l
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想
の
特
徴
1

1

こ
れ
ま
で
『
精
神
物
理
学
原
論
』
と
『
死
後
の
生
』
を
手
が
か
り
に
、

フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
科
学
的
著
作
と
哲
学
的
・
存
在
論
的
著
作
と
の
間

に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
最
後
に
、

フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
生
命
思
想
の
特
徴
を
ま
と
め
、
結
び
に
か
え
る
。

特
徴
の
第
一
は
、
生
命
の
活
ら
き
を
波
動
的
・
振
動
的
諸
相
と
し
て
捉
え
る
点
に
あ
る
。

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
は
生
命
的
振
動
と
い
う
概
念
が

あ
っ
た
。
睡
眠
|
覚
醒
の
交
替
も
生
と
死
の
変
転
も
、

フ
ェ
ヒ
ナ
l
に
と
っ
て
は
生
命
の
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
活
動
の
姿
で
あ
る
。

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
生
命
思
想
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特
徴
の
第
二
は
、
「
生
命
は
消
誠
し
な
い
」
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
フ
ェ
ヒ
ナ

l
に
従
え
ば
、
死
ぬ
の
は
個
体
で
あ
り
生
命
で
は
な
い
。

個
体
は
死
ん
で
そ
の
姿
を
消
し
て
も
、
個
体
の
活
動
の
痕
跡
は
個
体
の
活
動
を
生
み
出
し
た
母
体
、
す
な
わ
ち
意
識
モ
デ
ル
に
お
け
る
大
波

へ
と
還
る
の
で
あ
る
。
大
波
は
、
時
折
り
識
闘
よ
り
上
に
一
部
分
だ
け
顔
を
出
す
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
通
常
、
そ
の
大
部
分
を
識
闘
下
に

沈
潜
さ
せ
て
い
る
。
識
闘
下
は
意
識
の
存
在
し
な
い
無
意
識
の
領
域
で
あ
る
。
識
関
上
が
意
識
を
形
づ
く
る
活
ら
さ
に
満
ち
た
世
界
だ
と
す

れ
ば
、
識
関
下
を
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
、
そ
う
し
た
活
ら
き
が
微
鹿
も
存
在
し
な
い
虚
無
の
世
界
と
捉
え
て
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼

は
異
な
る
捉
え
方
を
し
た
。

フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
と
っ
て
の
識
闘
下
の
領
域
は
活
ら
き
無
き
虚
無
の
世
界
で
は
な
く
、
識
闘
を
超
え
世
に
姿
を
現

(別〉

わ
す
前
の
精
神
物
理
学
的
活
動
が
、
息
を
潜
め
つ
つ
も
感
覚
や
表
象
を
生
み
出
す
準
備
を
し
続
け
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
も
し
も
闘
下
世
界

や
大
波
の
世
界
が
鷹
無
の
世
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
る
生
命
も
無
に
帰
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

フ
ェ
ヒ
ナ
1
の

活
ら
き
に
満
ち
た
閥
下
世
界
で
は
生
命
は
消
掛
し
な
い
。
「
生
命
は
消
誠
し
な
い
」
、
お
よ
び
「
関
下
世
界
が
活
ら
き
を
も
っ
」
と
い
う
二
つ

の
思
相
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
と
も
に
フ
ェ
ヒ
ナ

1
思
想
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

第
三
は
、
意
識
や
精
神
等
、
生
命
の
活
ら
き
の
超
個
体
性
・
共
同
性
で
あ
る
。
フ
ぶ
ヒ
ナ
l
に
と
っ
て
、
個
体
の
意
識
は
眠
り
と
と
も
に

大
意
識
に
還
り
、
目
覚
め
と
と
も
に
大
意
識
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
日
々
生
ま
れ
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
意
識
は
、

個
体
を
超
え
た
多
数
の
意
識
が
交
流
す
る
場
で
あ
る
。
よ
っ
て
個
体
の
意
識
は
日
々
、
他
者
の
意
識
と
の
交
流
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
意
識
や
精
神
は
死
後
も
大
意
識
に
吸
収
さ
れ
、
さ
ら
な
る
交
流
と
発
展
を
続
け
る
。

第
四
は
、
「
生
け
る
自
然
」
の
思
想
で
あ
る
。

フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
神
は
「
そ
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
精
神
が
生
息
し
、
活
動
し
、
存
在
す
る
よ
う

な
、
自
然
界
に
偏
在
す
る
意
識
あ
る
神
」
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
自
然
と
は
そ
う
し
た
神
の
活
ら
き
に
溢
れ
た
自
然
、
ま
さ
し
く
「
生

け
る
自
然
」
で
あ
る
。

そ
し
て
特
徴
の
第
五
は
、
「
此
岸
、
即
、
彼
岸
」
の
思
想
で
あ
る
。
第
一
一
一
段
階
の
世
界
、
い
わ
ゆ
る
死
後
の
世
界
と
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
?
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明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
四
一
六
号
。
一

O
O七
・
一
)

四

(
7
)
H
E
P
L
Y
N斗
印
・

(
8
)

高
橋
湾
子
「
実
験
心
理
学
の
独
立
|
|
ヴ
ン
ト
|
|
」
梅
本
嘉
夫
・
大
山
正
編
『
心
理
学
史
へ
の
招
待
|
|
現
代
心
理
学
の
背
景
|
l
』
東
京
、
サ

イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
九
四
年
、
九
六
頁
。

(
9
)

今
井
道
夫
「
グ
ス
タ
フ
・
テ
オ
ド

1
ル
・
フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
哲
学
つ
己
|
|
『
死
後
の
生
に
つ
い
て
の
小
冊
子
』
|
l
」
『
札
幌
医
科
大
学
人
文
自
然
科

学
紀
要
』
第
三
十
三
一
巻
、
一
九
九
一
一
年
、
-
ー
七
頁
口

(
叩
〉
〈
肉
戸
開
】
M
F
ω
・
2
・
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
法
則
と
い
う
呼
称
は
後
世
の
人
々
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ェ
ヒ
ナ

l
自
身
は
こ
の
法
則
に
関
連
す
る
研
究
を

行
っ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ェ

l
パ

I
由
自
己
国
企
ロ
江
口
町
当

S
R
L吋
∞
間
同
∞
叶
∞
)
の
名
を
と
っ
て
「
ヴ
ェ

I
パ
!
の
法
則
」
と
呼

ん
で
い
た
。

(
日
〉
肘
σ向

日
・

(
m
M
)

何回

UH--ω-H0・

(
日
)
開
σ門戸司

ω-HN
同・

(日比
)HWσ
門戸・

ω-H0・

(
日
)
〈
包
・

5ι
・・∞
-
H
C

・
E-
フ
ェ
ヒ
ナ

i
が
心
の
数
量
的
記
述
に
お
い
て
成
功
を
収
め
た
要
因
は
感
覚
量
(
何
日

1
E円山口ロ何回同門
o
g巾
)
と
い
う
概
念
の

導
入
に
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
感
覚
を
「
量
」
と
し
て
扱
う
こ
と
が
妥
当
な
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
論
争
が
な
さ
れ
た
が
、
感
覚
最
擁
護
派
が

優
勢
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
感
覚
一
を
量
化
し
て
扱
う
こ
と
に
違
和
感
を
感
ず
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、
私
見
で
は
感
覚
の
量
化
は
誤
り
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

(
凶
〉

HWσ
色
」

ω-AHN∞・

(
げ
〉
肘
σ
p
・
m-hHMW4・

(
同
日
)
物
理
学
史
の
あ
る
論
文
に
は
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
電
磁
気
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
中
心
人
物
と
し
て
、
ガ
ウ
ス
、
ォ

1
ム
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ェ

l

バ
l
等
と
と
も
に
フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
町
ロ
ロ
丘
町
円
、
.
の
白
ロ
雪
印
・
吋
吋
o
g
m回一
-
4
B
H
M
U
S
Z
丘
四
口
可
O門
守
口
白
百
円

2
・
吋
宮
可
田
口
中

内

OHHHMEHHOロ
え
の
R
B
B
H
)
}弓
包
ロ
回
出
口
門
ご
円
目
白
O口町田
-
B
E
2
H・
同
thH03.SN'切
言
門
段
目
白
雪
志
向
、

ε包
S

』

~wsg門司
tu--U4∞
-H)・
2
・
を
参
照
。
ま

た
、
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
一
八
三
二
年
に
物
理
学
の
学
術
雑
誌

se町三
0
3
H
h
g
aミ
同
名
町
立
さ
SEN-hupy的
民
主
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
は
ド
イ

ツ
に
お
け
る
最
初
の
物
理
学
の
学
術
雑
誌
と
み
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
フ
ェ
ヒ
ナ

l
は
物
理
学
や
数
学
が
当
時
最
先
端
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

の
研
究
者
、
フ
レ
ネ
ル
、
ア
ン
ぺ

l
ル
、
ポ
ワ
ッ
ソ
ン
、
ラ
プ
ラ
ス
、
ナ
ビ
ェ
、
コ

l
シ
l
等
の
研
究
成
果
を
ド
イ
ツ
に
翻
訳
・
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
ら



の
中
に
は
波
動
関
係
の
理
論
が
合
ま
れ
て
い
た
。
冨

Hnzm-白
色
合
-σ
叩吋何冊『

γむ
な
な
a
R同
句

s
k
a
R
〉
正
実
。
誤
信
せ
日
言
。
色
。
『
~
サ
周
忌
ま
3

8
民的的
SMhpQ¥snpEbEhcg旬、
5
n宮
司
号
室
、
2
的
史
認
，
・
甲
山
口
広
ロ
ユ
白
HHH

富
山
』
口
一
白
0
2
2
5
2ロ円由∞
ω・ω
-
A
N
・
を
参
照
の
こ
と
。

(
凶
)
何
回
M

口・

ω・品目印・

(初

)
O
σ
2
4
2
-
Z
に
は
「
上
部
に
位
置
す
る
波
」
と
い
う
意
味
以
外
に
、
短
い
周
期
の
波
で
あ
る
「
短
波
」
「
高
調
波
」
「
調
波
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ

る
。
フ
ェ
ヒ
ナ
l
は、

o
σ
2毛
色
町
を
「
上
部
に
位
置
す
る
短
い
周
期
の
波
」
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
。
σ四
円
毛
色
]
叩
に
は
「
上
波
」
あ
る

い
は
「
上
部
波
」
等
の
訳
語
を
あ
て
る
の
が
標
準
的
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
が
、
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の

O
σ
2
4『
色
叩
は
い
つ
も
「
上
部
に
」
位
置
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
闘
の
は
る
か
「
下
部
に
」
位
置
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
上
波
」
や
「
上
部
波
」
等
、
「
上
」
と
い
う
文
字
だ

け
が
強
調
さ
れ
た
訳
語
を
あ
て
る
と
混
乱
を
招
き
や
す
い
。
本
稿
で
は
、
訳
語
に
よ
る
理
解
の
混
乱
を
避
け
る
目
的
で
「
上
部
短
波
」
(
「
短
波
」
と
略

記
〉
と
訳
し
た
。
ま
た
、
同
じ
理
由
で
己
己
申
円
唱
叩
】
ぽ
を
「
下
部
長
波
」
(
「
長
波
」
と
略
記
〉
と
し
た
。
同
げ
門
凶
ミ

ω・
品
目
・
品
閉
∞
・
を
参
照
。

〈
幻
)
〈
m「叩
σ向日・・∞
-
A
∞∞

-
t
r
t
N
フ
ェ
ヒ
ナ
l
の
法
則
に
お
い
て
登
場
す
る
閣
は
、
刺
激
強
度
が
一
定
の
債
を
超
え
た
と
き
に
初
め
て
感
覚
が
出
現

す
る
地
点
、
す
な
わ
ち
感
覚
領
域
無
感
覚
領
域
の
境
界
点
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
こ
で
述
べ
た
識
闘
は
意
識
領
域
|
無
意
識
領
域
の

境
界
点
の
こ
と
で
あ
る
。

(
詑
)
開
σ門戸・
ω-kph曲目・

(
お
)
開
σ門戸・

ω・品∞斗同・

(
M
)
開

σι.ωAH品
N
.

(
お
〉
肘
σ門戸
.ω
・問
N
P
E
G
-

(
m
m
)

開
σι
・・
ω・閉
8
・

(
幻
〉
肘
σ己・・

ω-m-C
同・

(
お
〉
フ
ェ
ヒ
ナ
!
は
夢
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
り
、
夢
が
上
演
さ
れ
て
い
る
舞
台
は
、
覚
醒
時
の
舞
台
と
は
別
で
あ
る

Qσp-ω
・印
M
0

・
mNω
・
)
と
い

う
考
え
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
は
フ
ロ
イ
ト
に
も
影
響
を
与
え
た
。
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
学
に
与
え
た
フ
ェ
ヒ
ナ
!
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

国
自
己
月
四
-
g
σ
q
m四円い

F
Sロ
叩
円
白
ロ
門
戸
司
自
己
己
・
N
W
H
h
N
N
E
R
a
-
¥
H
E
自
ihhS33h叫由『
Q
S片
旬
。
(
品
)
柏
戸
由
回
白
-
H
Y
N
∞
∞
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

(
鈎
)
何
回
ν

口・∞
-mh
お

(
初
)
肘
げ
門
戸
・

ω'
日
A
F
N

・

(
幻
)
目
、
、
H
，
H

・
な
お
、
復
刻
版
の
中
に
は
初
版
の
復
刻
版
で
あ
る
か
の
よ
う
な
体
裁
を
と
り
な
が
ら
、
実
際
は
そ
う
で
な
い
も
の
が
存
在
す
る
の
で
注
意

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ
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明
治
大
学
教
養
論
集

通
巻
四
一
六
号
(
二

O
O七
・
一
〉

一一占ハ

が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
岡
山

anE
〈
叩
己
国
関
品

R
Uロ
ロ
宮
叩
円
か
ら
一
九
九
五
年
に
出
さ
れ
た
の

ES4Hevg弘
司
ヨ

wnvロ
骨
片
山
口
言
切
除
円

F
E
s
g
s

ト

s
s
s
R
F
骨

SM10号・

g-CO白同日河内
WFnE
〈
叩
己
印
肉

b
R
r
g
n
v
gユ
叩
由
回
・
[
ロ
宮
町
民
吋
ロ
ロ
貯
]
は
、
扉
に
「
初
版
一
八
三
六
年
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
中
身
は
初
版
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
原
書
第
二
版
・
第
一
一
一
版
と
も
違
い
が
あ
る
。

(
担

)HOE58MWHH岡
山

-
E
E
R
C
E
S
M
)言
。
号
『

b
S
3
(守
・
旨

.8〉
・
同
町
営
骨

s
s
a
p奪
三
g
s
s
-
E玄
関
日
野
喜
w
。1
5
。

国
防

H1g-H∞∞
N
ω
.

∞N
・

(
出
)
切

FH，
N
・

(
但
)
フ
ェ
ヒ
ナ

1
の
本
は
、
二
、
三
を
除
き
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
『
精
神
物
理
学
原
論
』
で
す
ら
、
わ
ず
か
に
英
訳
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
そ

の
英
訳
は
、
原
書
上
下
二
巻
の
う
ち
第
一
巻
目
し
か
市
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
『
死
後
の
生
』
は
例
外
的
に
英
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
日
本

語
な
ど
数
ヵ
国
語
に
訳
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
英
訳
と
日
本
語
訳
は
複
数
の
出
版
社
か
ら
何
度
か
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
ド

イ
ツ
語
原
書
第
二
版
以
降
の
翻
訳
で
あ
り
、
私
見
で
は
初
版
の
翻
訳
は
存
在
し
な
い
。

(
部
〉
回
困
、
、
H
，
Y
ω
・F

(
部
〉
肘
σ内回・・

ω・町内門

(
幻
〉
開
v
p
ω
-
M問問

(

m

ぬ
〉
開
σ円

Haω
・
5
・

(

m

抑
〉
切
σ円γω
・広岡・

(
川
相
〉
〈
包
・
4
『
口
町
何
回
目
巧

E
E
の
S
S
M
-官
民
口
、
、

mnぎ由、・
N
c
a問
題
、
、
町
役
可
的
民
意
的
ぎ
ま
ミ
品
川
-ap品
g
p
E
S
E
a
-
u
q
N仲
間
一
気
官
官
】
自
由
ロ
ロ

同
明

O
H
m
-

∞.

(
H
U
〉

開

σ円同・・∞
-
A
H
R
-
一何回川口・

ω・品コ・

(
m
M
〉
回
F
寸
ゲ
∞
-
h
H

同町・

(
州
知
〉
何
回
比
・
光
は
古
く
は
粒
子
的
な
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
粒
子
的
性
質
と
波
動
的
性
質
の
両
方
を
あ
わ
せ
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
波
と
は
、
何
ら
か
の
媒
質
の
振
動
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
空
中
を
光
の
波
が
伝
わ
る
の
な
ら
ば
、
真
空
中
に
光
の
振
動
を
許
す
媒

賀
、
言
い
換
え
れ
ば
光
の
波
の
伝
播
を
可
能
に
す
る
媒
質
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
仮
想
的
媒
質
は
エ
ー
テ
ル
と
呼
ば
れ
た
。
フ
ェ

ヒ
ナ
!
の
時
代
に
は
エ
ー
テ
ル
の
存
在
は
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ェ
ヒ
ナ

1
没
年
の
一
八
八
七
年
以
来
、
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
と
モ

l
リ
l
が
何

度
か
繰
り
返
し
た
エ
ー
テ
ル
の
存
在
を
証
明
す
る
た
め
の
実
験
の
結
果
は
、
エ
ー
テ
ル
説
に
対
し
て
否
定
的
な
も
の
に
終
わ
っ
た
。
以
来
、
エ
ー
テ
ル



52 51 50 49 48 47 46 45 44 
、ーノ '-../ 、J 、》ノ ¥J  、ーノ 、--' '-../ 、J

頁 の
以木回開開閉切回開開存'

下稿 52区E日日 zF在
参で戸戸_1:'¥:)~ w~ は
照まc/}月三ロムc/} vl と疑
。し・ ~ ...". ...，. ・ 巳" ::τ 回目

ι co ω ~J -.:t ~ ~ι 問リ

め~ 門戸、!'v ~ 視
た さ
五れ
つる
のよ
特う
徴に
のな
つっ
ちた
第

お
よ
び
第
五
の
特
徴

つ

て
は

ノ、
寸

井
も
同
織
の

と
を
言
及
し
て

る

，e. 
寸

井

前
掲
論
文

四

(
い
わ
ぷ
ち
・
あ
き
ら

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
助
教
授
)

グ
ス
タ
フ
・
フ
ェ
ヒ
ナ

l
の
生
命
思
想

七


